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　今号の「視点」では，子どもを取り巻く現代社会の問題
を大きく浮き彫りにする論考が掲載されています。
　まず，子ども時代の性被害のトラウマが，成人になって
も長くその人を苦しめる現実が多くあります。「教職員等に
よる児童生徒性暴力等の防止等に関する法律」は，国会に
提出後，わずか 1週間という異例の速さで成立し，昨年公
布されました。いわゆるわいせつ行為ではなく，暴力とい
う権力性を明確にした定義によって，大人，異性，教師や
親といった何重もの権力に支配され，傷つけられる子ども
たちを護ることへ一歩踏み出すことができました。
　もう一つは，ゲーム依存の問題。これもまた，現代社会
の代表的な問題ですが，ゲームに耽溺し，昼夜逆転などの
生活に支障をきたす問題に加えて，性被害を含むさまざま

な犯罪に巻き込まれるケースも深刻です。最近の調査では，
小中学生の過半数は，オンラインゲーム等で友人がいると
回答しています。そのうちの約 2割は，実際にその相手と
会っているとも答えています。
　さまざまな技術の進歩は，問題の解明や解決への可能性
を広げてくれるのも確かです。ただ，生まれてからわずか
10 年足らずの間に子どもたちが否応なく巻き込まれる対
人的な環境と考えると，子どもの健全育成という点から，
常に多方面にアンテナを張る必要を痛感します。
　本誌に投稿される論文のテーマやアプローチの多様性も
こうした問題意識が背景にあると言えるのかもしれません。

（青木　紀久代）
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